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プログラムの特徴

◦ 基本的にサブスペシャルティ研修です。特に消化器・循環器の症例
が質・量とも極めて豊富で、手技も多数経験可能です。また、循環器・
消化器以外のサブスペシャルティ志望者が他分野の症例を経験した
い時にも最適です。

◦ 地域に密着した診療を行っています。主治医として患者の全ての問
題の解決に関わりますので、医師としての責任感が養われます。

プログラムの説明

　2つの大学病院（秋田大学医学部附属病院、東北大学病院）および2
つの市立病院（横手病院、大森病院）を連携施設にしており、高度先進
医療と地域医療いずれにも対応した研修が可能です。幅広く豊富な症
例を経験することによって内科の基礎的な診療能力が身につきます。

専門医、指導医、出身地、施設認定、関連施設 など

■指導医
　11名（循環器5名、消化器3名、血液3名）

専 門 研 修
担 当 者
連 絡 先

臨床研修事務担当
TEL.0182-32-5121　FAX.0182-33-0635
E-mail　hrkjmsom@air.ocn.ne.jp
HP　http://www.hiraka-hp.yokote.akita.jp/

プログラム責任者
循環器内科

深堀  耕平 診療部長

内科専門医プログラム
平鹿総合病院

■取得までのキャリアパス

初期研修
2年間

内科サブスペシャルティ

内科サブスペシャルティ

1. 内科ローテートコース
（サブスペシャルティ決定次第2に移行可能）

2. サブスペシャルティ重点コース
（サブスペに所属しながら適宜各科連携して症例経験）

1年目
（卒後3年目）

2年目
（卒後4年目）

3年目
（卒後5年目）

4年目
（卒後6年目）

5年目
（卒後7年目）

6年目
（卒後8年目）

7年目～
（卒後9年目）

主治医経験症例登録終了
（初期と合わせて160症例）

内科専門医
試験受験

サブスペ専門医
試験受験

初期研修期間
中に80例まで
の登録可能。
（3年目以降の
専門研修につな
ぐ貴重な症例を
経験する。）

内科専門医取得のための登録症例経験値　160例
（平鹿総合病院、秋田大学、東北大学、連携病院等）

内科サブスペシャルティ専門医取得のための経験値の例
（平鹿総合病院、秋田大学、東北大学、連携病院等）
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2年間

内科サブスペシャルティ
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（サブスペシャルティ決定次第2に移行可能）

2. サブスペシャルティ重点コース
（サブスペに所属しながら適宜各科連携して症例経験）

1年目
（卒後3年目）

2年目
（卒後4年目）

3年目
（卒後5年目）

4年目
（卒後6年目）

5年目
（卒後7年目）

6年目
（卒後8年目）

7年目～
（卒後9年目）

主治医経験症例登録終了
（初期と合わせて160症例）

内科専門医
試験受験

サブスペ専門医
試験受験

初期研修期間
中に80例まで
の登録可能。
（3年目以降の
専門研修につな
ぐ貴重な症例を
経験する。）

内科専門医取得のための登録症例経験値　160例
（平鹿総合病院、秋田大学、東北大学、連携病院等）

内科サブスペシャルティ専門医取得のための経験値の例
（平鹿総合病院、秋田大学、東北大学、連携病院等）

定員
5名
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